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議案第2号から議案第30号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平成25年平成25年　　第1回定例会第1回定例会
平成25年度平成25年度　　一般会計・特別会計予算可決一般会計・特別会計予算可決

平成25年第1回定例会は平成25年2月28日に開会し、3月15日までの16日間を会期として開催しました。
提出案件は、平成25年度一般会計・特別会計予算、平成24年度一般会計・特別会計補正予算、新規条例の制定、

条例の一部改正などが上程され、それぞれ原案のとおり、賛成全員で可決、承認されました。
一般質問には町政の諸問題について6名の議員が登壇しました。

今回、上程された議案は、全員協議会（2/15）、民生文教常任委員会協議会（2/21）、総務建設産業常任委員会
協議会（2/22）、全員協議会（2/25）、全員協議会（3/7）、民生文教常任委員会（3/11）、総務建設産業常任委員
会（3/13）で内容確認及び審査を行いました。

議案の審議経過議案の審議経過

議案の審議結果議案の審議結果

人　　事人　　事

平成25年度　予算平成25年度　予算

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

議案第2号
御嵩町固定資産評価審査委員会委
員の選任につき同意を求めること
について

現委員の任期が平成25年３月31日に満
了するため、後任委員の選任について
議会の同意を求めるもの

賛成全員で承認
（※関連18ページ）

議案第3号 教育委員会委員の任命につき同意
を求めることについて

欠員補充による新任委員の任命につい
て議会の同意を求めるもの

賛成全員で承認
（※関連14ページ）

議案第4号 教育委員会委員の任命につき同意
を求めることについて

教育長辞職による新任委員の任命につ
いて議会の同意を求めるもの

賛成全員で承認
（※関連14ページ）

会計名 予算額 対前年度増減率（％）

議案第5号 平成25年度御嵩町一般会計予算に
ついて 63億4,400万円 1.1 賛成全員で可決

議案第6号 平成25年度御嵩町国民健康保険特
別会計予算について 21億5,200万円 8.2 賛成全員で可決

議案第7号 平成25年度御嵩町後期高齢者医療
特別会計予算について 1億7,300万円 3.6 賛成全員で可決

議案第8号 平成25年度御嵩町介護保険特別会
計予算について 13億6,220万円 7.0 賛成全員で可決

議案第9号 平成25年度御嵩町下水道特別会計
予算について 9億1,900万円 6.5 賛成全員で可決

議案第10号 平成25年度御嵩町水道事業会計予
算について 8億6,100万円 △ 22.6 賛成全員で可決
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平成24年度　補正予算平成24年度　補正予算

平成24度　補正予算のあらまし 平成24度　補正予算のあらまし （単位：千円）（単位：千円）

条　　例条　　例

議案第11号 平成24年度御嵩町一般会計補正予
算（第10号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第12号 平成24年度御嵩町国民健康保険特
別会計補正予算（第3号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第13号 平成24年度御嵩町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第2号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第14号 平成24年度御嵩町介護保険特別会
計補正予算（第3号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第15号 平成24年度御嵩町下水道特別会計
補正予算（第3号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算

議案第11号関連 一般会計補正予算（第10号） 6,519,357 △ 29,501 6,489,856

議案第12号関連 国民健康保険特別会計補正予算
（第3号） 2,187,808 △ 65,568 2,122,240

議案第13号関連 後期高齢者医療特別会計補正予算
（第2号） 169,926 209 170,135

議案第14号関連 介護保険特別会計補正予算
（第3号）保険事業勘定 1,355,895 105,488 1,461,383

議案第14号関連 介護保険特別会計補正予算
（第3号）介護サービス事業勘定 4,964 △ 288 4,676

議案第15号関連 下水道特別会計補正予算（第3号） 917,700 75,300 993,000

議案第16号 御嵩町職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

55歳を超える職員の昇給停止をするた
めのもの 賛成全員で可決

議案第17号 御嵩町新型インフルエンザ等対策
本部条例の制定について

新型インフルエンザ等対策特別措置法
に基づく緊急事態宣言が発動された場
合、対策本部の設置が必須となるため
必要な事項を新規条例で規定するもの

賛成全員で可決

議案第18号

地域社会における共生の実現に向
けて新たな障害保健福祉施策を講
ずるための関係法律の整備に関す
る法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について

障害者自立支援法の法律名称変更（障
害者の日常生活及び社会生活を総合的
に支援するための法律）による関係条
例を３本改正するもの

賛成全員で可決

議案第19号 御嵩町町税条例の一部を改正する
条例の制定について

地方税法が改正されたことにより、地
方税の処分についても行政手続法の規
定が適用されることとなったため、町
条例の一部を改正するもの

賛成全員で可決
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議案第20号 御嵩町民の歯と口腔の健康づくり
推進条例の制定について

平成23年度に御嵩小学校が全日本歯科
口腔保健優良校を受賞したことで、町
民全体で歯と口腔の健康づくりに向け
た体制づくり、その実践を図るため新
規条例を制定するもの

賛成全員で可決

議案第21号
御嵩町移動等円滑化のために必要
な道路の構造に関する基準を定め
る条例の制定について

地域主権改革第 1次一括法に基づき、
移動円滑化のための道路の構造基準を
新規条例で定めるもの

賛成全員で可決

議案第22号 御嵩町町道の構造の技術的基準を
定める条例の制定について

地域主権改革第 1次一括法に基づき、
町道の構造の技術的基準を新規条例で
定めるもの

賛成全員で可決

議案第23号 御嵩町町道に設ける道路標識の寸
法を定める条例の制定について

地域主権改革第 1次一括法に基づき、
町道に設ける案内標識などの寸法を新
規条例で定めるもの

賛成全員で可決

議案第24号
御嵩町移動等円滑化のために必要
な特定公園施設の設置に関する基
準を定める条例の制定について

地域主権改革第 1次一括法に基づき、
移動円滑化のための特定公園施設の設
置基準を新規条例で定めるもの

賛成全員で可決

議案第25号 御嵩町都市公園条例の一部を改正
する条例の制定について

地域主権改革第 1次一括法に基づき、
御嵩町が設置する都市公園の配置及び
規模の基準などを条例で定めるもの

賛成全員で可決

議案第26号 御嵩町都市下水路条例を廃止する
条例の制定について

下水道法に基づく公共下水道雨水計画見
直しに伴い、中都市下水路も含めて計画
を策定するため条例を廃止するもの

賛成全員で可決

議案第27号
御嵩町公共下水道事業受益者負担
に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

国有林野事業特別会計廃止に伴う、負
担金減免規定の改正によるもの 賛成全員で可決

議案第28号 御嵩町上水道事業給水条例の一部
を改正する条例の制定について

地域主権改革第 2次一括法に基づき、
水道技術管理者の資格基準などを新規
条例で定めるもの

賛成全員で可決

議案第30号
可児市・御嵩町認定審査会共同設
置規約の一部を改正する規約につ
いて

規約中の「障害者自立支援法」を「障
害者の日常生活及び社会生活を総合的
に支援するための法律」に法律名称を
変更するもの

賛成全員で可決

その他の議案その他の議案

諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

議案第29号
御嵩町上之郷辺地に係る総合整備
計画（第 2次変更）を定めること
について

平成25年度予算に計上している通学バ
ス購入に係る事業費の増、起債借入額
の増により、計画を変更するもの

賛成全員で可決

報告第1号 御嵩町消防団の要望書 御嵩町消防団

報告第2号 上之郷地域高齢者いきがい活動等の支援に関する
要望書 上之郷ぬくもりの家

報告第3号 現金出納検査結果報告 （平成24年11月分から平成25年1月分）
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平成25年　第1回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は3月6日に行われ、一般質問には6人の議員が活発な質問をしました。

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の

文責です。一般質問のページに掲載した内容

について、議員に直接連絡がつかない場合は、

ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話

番号等）を添えて、議会事務局まで書面にて

お届けくだされば、各議員に連絡いたします。

文責についてお知らせ

一
般
質
問
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あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重

要な問題が審議されます。

所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴

券の交付を受けることにより、町議会を傍聴す

ることができます。お気軽にお越しください。

くわしくは、議会事務局までお問い合わせく

ださい。
☎ 67-2111（内線 2252）

町議会の
一般質問を
放映しています

議会で行われた一般質問をケーブルテ
レビ可児で放映が行われています。当日
に生放送される予定ですが、録画放送及
び再放送もされますので、町議会を傍聴
することが出来ない方は、ぜひご覧くだ
さい。
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情
報
発
信
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

県
内
で
も
9
市
町
が

こ
の
登
録
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
近
隣
で

は
八
百
津
町
、
七
宗

町
、
恵
那
市
、
中
津
川

市
で
あ
る
。
こ
と
に
恵

那
市
で
は
空
き
家
体
験

や
移
住
者
の
声
を
紹
介

し
反
響
が
大
き
い
と
聞

く
。
当
町
で
も
取
り
組

ん
だ
ら
い
か
が
か
。

【
総
務
部
長
】

空
き
家
に
関
し
て
は
、

適
正
管
理
の
視
点
で
平

成
18
年
度
に
実
態
調

査
を
行
っ
た
。
平
成
25

年
度
に
は
、
有
効
活
用

の
視
点
も
含
め
て
空
き

家
調
査
を
行
う
計
画
で

あ
る
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
本
町
で
の
空
き

家
対
策
を
ど
う
す
べ
き

か
、
こ
の
制
度
も
含
め

て
、
調
査
、
研
究
を
し

て
い
き
ま
す
。

広
見
線
の
支
援
金

１
億
円
の
内
訳
と
可
児

市
と
の
負
担
割
合
に
つ

い
て

①
１
億
円
は
赤
字
補
て

ん
と
い
う
説
明
で
あ
る

が
、
名
鉄
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
企
業
努
力

を
求
め
、
ど
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
た
か
。
ま

た
、
投
資
的
経
費
つ
ま

り
、
駅
の
整
備
、
自
動

改
札
等
に
は
使
わ
れ
な

い
の
か
。
こ
れ
ま
で
以
上

の
情
報
開
示
と
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
を
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
可
児
市
と
の
負
担

割
合
は
３
対
７
で
あ
る
。

今
回
、
広
見
線
を
犬
山

〜
御
嵩
間
と
位
置
付
け

て
い
る
の
で
、
可
児
市

と
の
協
議
で
人
口
割
が

違
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、

負
担
割
合
が
違
っ
て
く

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
可
児
市
と
の
ど

の
よ
う
な
協
議
を
さ
れ

た
か
。【

企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
名
鉄
は
利
用
者
減
の

中
で
赤
字
を
圧
縮
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。
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ま
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住
民
の

意
見
は
ど
こ
で
と
り
い

れ
る
の
か
。【

総
務
部
長
】

①
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
考
え
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
は

企
画
課
が
担
当
し
ま
す
。

②
今
後
の
本
町
の
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
庁
内
で
の
基
礎
資

料
が
見
直
し
基
準
で
あ

り
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
進
捗
管
理
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

③
こ
の
基
準
の
み
を
公

表
し
、
意
見
を
取
り
入

れ
る
想
定
は
し
て
い
な
い
。

個
別
の
施
設
の
見
直
し

等
を
提
案
す
る
場
合
に

は
見
直
し
基
準
を
含
め

て
、
そ
の
経
緯
を
公
表

す
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、

十
分
に
地
元
の
意
見
を

聞
き
、
最
終
的
に
首
長

が
判
断
す
べ
き
問
題
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
進
捗
状
況

を
ど
の
よ
う
に
行
革
審

議
会
に
か
け
る
の
か
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
示
す
の

か
。

【
総
務
部
長
】

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
本
町
で
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
進
捗

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行

政
改
革
推
進
委
員
会
で

行
う
か
、
詳
細
は
現
在

固
ま
っ
て
い
な
い
。

問問

問問

問問

問問

岡
本　

隆
子

答答

答答

答答答答

答答

答答

定
住
促
進
施
策
と
し
て
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
創
設
を
！
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介
護
保
険
で
の
福

祉
用
具
の
購
入
費
や
住

宅
改
修
費
は
利
用
者
が

い
っ
た
ん
全
額
負
担
を

し
て
の
ち
に
給
付
分
の

９
割
が
戻
る
償
還
払
い

と
な
っ
て
い
る
。
利
用

者
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
か
ら
利
用
者
の
負
担

分
１
割
の
支
払
い
で
済

む
受
領
委
任
払
い
制
度

と
の
選
択
制
に
で
き
な

い
か

【
民
生
部
長
】

福
祉
用
具
の
購
入
費

や
住
宅
改
修
費
の
利
用

者
負
担
割
合
が
１
割
の

支
払
い
で
済
む
受
領
委

託
払
い
制
度
の
導
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
利
用

者
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
あ
り
方
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

配
慮
し
、
現
場
で
の
声

を
大
切
に
し
な
が
ら
近

隣
の
動
向
調
査
や
要
綱

の
整
備
な
ど
、
ご
提
案

に
対
し
て
前
向
き
に
調

査
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。不

育
症
に
対
す
る

相
談
窓
口
の
開
設
、
公

費
助
成
に
つ
い
て
見
解

を
う
か
が
う【

民
生
部
長
】

不
育
症
へ
の
公
費
助

成
及
び
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
近
隣
市
町

村
の
動
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
町
の
子
ど
も
子

育
て
支
援
施
策
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
調

査
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
相
談
窓
口
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
状
で
は

岐
阜
保
健
所
及
び
ふ
れ

あ
い
福
寿
会
館
で
の
電

話
、
電
子
メ
ー
ル
等
で

の
相
談
を
積
極
的
に
活

用
い
た
だ
く
方
法
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投
票
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
期
日

前
投
票
に
必
要
な
宣
誓

書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
よ
う
求
む

【
総
務
部
長
】

有
権
者
の
円
滑
な
期

日
前
投
票
の
た
め
、
宣

誓
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
こ
の
夏
に
予
定
さ
れ

る
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
本
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
様
式

を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

「
本
人
の
な
り
済
ま
し

防
止
」
の
た
め
、
住
所
、

氏
名
等
を
自
署
し
て
持

参
す
る
よ
う
に
案
内
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る

旨
の
意
見
が
付
さ
れ
ま

し
た
。
選
挙
管
理
委
員

会
の
決
定
に
従
い
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

給
食
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
に
つ
い
て
学
校

や
保
育
所
の
教
職
員
全

員
の
共
通
理
解
の
た
め

専
門
家
に
よ
る
研
修
を

実
施
し
て
頂
け
な
い
か

【
教
育
長
】

町
内
の
各
保
育
園
と

小
中
学
校
で
は
、
事
故

の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
向
け
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
す

で
に
、
校
医
と
薬
剤
師

の
指
導
の
も
と
、
練
習

用
の
エ
ピ
ペ
ン
を
用
い
て

研
修
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。

現
在
、
町
内
に
は
、

エ
ピ
ペ
ン
を
必
要
と
す

る
園
児
児
童
生
徒
は
な

い
が
、
今
後
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
園
児

児
童
生
徒
の
増
加
も
考

え
ら
れ
、
保
育
士
研
修

会
、
学
校
保
健
安
全
委

員
会
等
の
機
会
は
も
と

よ
り
、
医
師
や
薬
剤
師

に
よ
る
全
教
職
員
の
研

修
の
機
会
も
、
大
切
に

し
て
い
く
。

答答

答答

答答

答答

大
沢　

ま
り
子

問問

問問

問問

投
票
環
境
が
一
歩
前
進

宣誓書・請求書（期日前投票）

問問
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管
理
不
全
な
「
迷

惑
空
き
家
」
の
対
策

町
民
の
安
全
安
心
の

た
め
に
「
空
き
家
対
策
」

に
つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
空
き
家
・
廃
屋
に
つ

い
て
苦
情
、
是
正
要
望

の
数
と
対
処
方
法
。

②
空
き
家
の
総
数
の
把

握
は
し
て
い
る
か
。

③
空
き
家
対
策
条
例
の

制
定
の
取
組
は
。

【
総
務
部
長
】

①
昨
年
一
年
間
に
、
苦

情
が
住
民
環
境
課
に
8

件
、
建
設
課
に
1
件
の

計
9
件
あ
っ
た
。
対
処

は
、
担
当
者
が
現
地
を

視
察
し
、
苦
情
の
内
容

を
把
握
し
て
、
道
路
交

通
法
な
ど
個
別
法
令
の

規
定
を
示
し
て
所
有
者

等
に
適
正
な
管
理
を
文

書
等
で
指
導
し
て
い
る
。

②
平
成
18
年
度
に
廃
屋
、

空
き
店
舗
の
実
態
調
査

を
行
い
、
31
軒
把
握
し

て
い
る
。
平
成
25
年
度

に
再
度
実
態
調
査
を
行

う
予
定
。

③
空
き
家
対
策
は
、
定

住
促
進
の
視
点
で
有
効

活
用
の
提
案
も
あ
り
、

今
回
の
実
態
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
生
活
環
境

の
保
全
や
防
犯
、
防
災

あ
る
い
は
有
効
活
用
な

ど
様
々
な
視
点
で
、
条

例
制
定
も
視
野
に
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

御
嵩
町
の
「
ま
ち

づ
く
り
」「
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
」
に
つ
い
て

将
来
の
御
嵩
町
に
つ
い

て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
3
点
伺
う
。

①
「
人
づ
く
り
」
に
つ
い

て
協
働
に
よ
る
御
嵩
町

の
将
来
が
話
し
合
え
る

協
議
会
設
立
は
、
で
き

な
い
か
。

②
「
み
た
け
の
え
え
も

ん
」
の
進
捗
状
況
は
。

③
御
嵩
町
単
独
で
の
観

光
客
数
の
デ
ー
タ
の
作

成
は
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

①
御
嶽
宿
地
域
再
生
構

想
の
実
現
に
向
け
、
み

た
け
地
域
活
性
化
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
平

成
20
年
度
よ
り
、
手
作

り
の
景
観
修
景
に
取
り

組
ま
れ
具
体
的
な
形
が

現
れ
て
き
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
よ
り
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

こ
の
2
月
に
御
嶽
宿
と

伏
見
宿
が
「
ぎ
ふ
の
宝

物
」
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
二
つ
の
宿

を
一
体
感
を
も
っ
た
人

を
呼
べ
る
魅
力
的
な
ゾ

ー
ン
に
す
る
た
め
、
活

発
な
意
見
を
出
し
て
も

ら
え
る
新
た
な
協
議
会

を
設
立
し
た
い
。

②
初
の
み
た
け
の
え
え

も
ん
認
定
に
は
、
11
件

の
認
定
申
請
が
あ
り
、

2
月
26
日
に
審
査
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
数
点
が
認
定

さ
れ
る
模
様
で
あ
り
ま

す
。

③
観
光
客
数
は
、
対
象

と
な
る
す
べ
て
の
施
設
の

客
数
で
は
な
い
。
今
後

は
、
毎
年
の
客
数
の
推

移
を
比
較
し
易
い
よ
う
、

町
Ｈ
Ｐ
の
観
光
客
数
は

県
に
報
告
し
た
数
値
を

掲
載
し
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
の
現
状

と
課
題

今
定
例
会
で
御
退
任

の
丹
羽
教
育
長
に
学
校

教
育
の
現
状
と
教
育
委

員
会
に
つ
い
て
所
信
を

伺
う
。

【
教
育
長
】

①
学
校
教
育
＝『
学
習

面
』
集
中
し
て
取
り
組

む
児
童
生
徒
が
多
く
、

基
礎
的
基
本
的
な
学
力

の
定
着
が
図
れ
て
い
る

が
、
個
人
差
や
学
年
差

が
見
ら
れ
る
。『
生
活
面
』

規
律
を
大
切
に
し
て
落

ち
着
い
て
生
活
で
き
る
。

自
主
性
の
一
層
の
涵
養

を
図
り
た
い
。『
健
康
面
』

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
、

運
動
へ
の
取
組
に
意
欲
的

で
あ
る
。
校
種
差
を
改

善
し
た
い
。

②
教
育
委
員
会
＝
首
長

や
教
職
員
等
と
の
懇
談

や
先
進
地
訪
問
等
の
研

修
で
得
た
情
報
を
大
切

に
し
て
き
た
。
将
来
的

な
課
題
を
整
理
し
た
い
。

一
般
質
問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

高
山　

由
行

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空き家
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24
年
度
の
本
町

は
小
学
生
の
総
数
は

９
８
５
人
、
中
学
生
の

総
数
が
５
０
９
人
で
あ

り
、
可
児
市
と
同
様
な

再
配
置
を
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
に
せ
よ
10

年
前
で
あ
る
14
年
度
と

比
較
し
て
小
学
生
が

22
・
7
％
減
少
し
、
中
学

生
が
35
・
3
％
減
少
し

て
お
り
、
御
嵩
町
と
し

て
将
来
を
展
望
し
た
再

配
置
も
あ
り
得
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
各

地
域
に
と
っ
て
学
校
が

あ
る
と
い
う
の
は
、
心

の
支
え
で
あ
り
、
母
校

が
な
く
な
る
と
い
う
寂

し
さ
は
拭
え
な
い
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

小
学
校
は
こ
の
ま
ま
残

し
、
中
学
校
で
は
上
之

郷
中
学
校
が
現
在
38
名
、

向
陽
中
学
校
が
３
１
４

名
、
共
和
中
学
校
が

１
５
７
名
と
い
う
歪
は

解
消
さ
れ
な
い
か
と
も

思
い
、
次
の
2
点
を
お

伺
い
す
る
。　

①
こ
の
3
つ
の
中
学
校

を
教
育
長
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
。

②
そ
の
評
価
を
次
に
い

か
す
た
め
の
方
策
が
あ

れ
ば
、
お
伺
い
し
た
い
。

【
教
育
長
】

①
Ａ
校
＝
「
学
習
面
」

前
向
き
に
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
学
年
差
は

あ
る
が
基
礎
的
・
基
本

的
な
学
力
が
身
に
つ
い
て

い
る
。「
生
活
面
」
仕
事

や
課
題
に
誠
実
に
取
り

組
め
る
。
明
る
く
素
直
。

「
健
康
面
」
部
活
動
等

で
体
力
の
向
上
が
図
れ

て
い
る
。
Ｂ
校
＝
「
学

習
面
」
様
々
な
学
習
活

動
に
意
欲
的
に
進
め
ら

れ
る
。
個
人
差
は
有
る

が
、
学
力
の
身
に
つ
い
て

い
る
生
徒
が
多
い
。「
生

活
面
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
。「
健
康
面
」
体

力
の
水
準
が
高
く
、
持

久
力
等
に
優
れ
て
い
る
。

Ｃ
校
＝
落
ち
着
い
た
学

習
姿
勢
で
誠
実
に
課
題

追
究
が
で
き
る
。「
生
活

面
」
人
権
意
識
の
高
揚
へ

の
取
り
組
み
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ

活
動
、
挨
拶
運
動
等
が

主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
。

「
健
康
面
」
部
活
動
や

体
育
的
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
体
力
の
向

上
等
が
図
れ
て
い
る
。

②
毎
年
度
策
定
し
て
い

る
「
御
嵩
町
学
校
教
育

指
導
の
方
針
と
重
点
」

を
基
本
に
置
き
な
が
ら
、

3
中
学
校
区
を
単
位
に
、

小
中
の
交
流
等
を
通
し

て
「
学
習
面
」「
生
活
面
」

「
健
康
面
」
の
一
層
の

向
上
を
図
る
。

東
日
本
大
震
災

に
伴
う
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
の
事
故
で
は
、

広
範
囲
に
放
射
線
被
害

の
懸
念
が
広
が
っ
た
が
、

正
確
な
情
報
が
地
域
住

民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と

が
遅
れ
、
住
民
を
不
安

に
陥
れ
た
。
万
が
一
こ

う
し
た
事
故
が
発
生
し

た
時
に
正
確
な
情
報
が

流
せ
る
よ
う
に
、
平
常

時
か
ら
放
射
線
量
を
測

定
し
て
お
き
、
事
故
発

生
時
に
平
常
時
と
比
較

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
御
嵩
町
で
も
平
常

時
の
放
射
線
量
を
測
定

し
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
副
町
長
】

岐
阜
県
で
は
、
県

内
10
箇
所
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、

常
時
、
屋
外
の
空
間
放

射
線
レ
ベ
ル
を
定
点
監

視
し
て
い
る
。
町
に
近
い

設
置
場
所
は
、
多
治
見

市
の
東
濃
西
部
総
合
庁

舎
で
あ
る
。

ご
質
問
の
町
に
お
け

る
放
射
線
量
の
測
定
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
安

心
確
保
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
6
月
の
定
例
会

で
予
算
を
確
保
し
、
実

施
し
て
い
く
。
ま
た
、

測
定
し
た
デ
ー
タ
も
公

表
し
て
い
き
た
い
。

答答

答答

伊
崎　

公
介

御
嵩
町
の
教
育
と
放
射
線
量

問問

問問

東濃西部放射線モニタリングポスト
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般
質
問

全
国
的
に
人
口
減

少
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、

当
町
に
お
い
て
も
そ
の

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
上
之
郷
地
区
に
お

い
て
そ
の
傾
向
が
著
し

く
、
過
疎
化
・
限
界
集

落
の
問
題
も
表
れ
て
い

ま
す
。
伏
見
地
区
も
御

嵩
・
中
地
区
に
比
し
て

不
満
の
声
が
あ
り
ま
す
。

4
町
村
が
合
併
し
て

半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
未
だ
御
嵩
町
と
し

て
の
一
体
感
が
乏
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
次
の

質
問
を
い
た
し
ま
す
。

①
上
之
郷
農
協
跡
地
の

有
効
利
用

②
上
之
郷
小
学
校
・
中

学
校
の
今
後

③
伏
見
地
区
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
協
力
関

係
の
構
築

④
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
に
つ
い
て

⑤
有
償
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
に
つ
い
て

【
町
長
】

①
土
地
の
取
得
の
目
的

は
、
町
民
の
安
心
と
安

全
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

は
基
金
残
高
を
増
や
す

等
健
全
な
財
政
運
営
を

意
識
し
て
き
た
が
、
七

ヶ
浜
へ
の
震
災
の
視
察
で

認
識
が
変
わ
り
、
大
地

震
や
鉱
害
の
発
生
に
備

え
る
た
め
に
必
要
な
施

設
を
造
る
べ
き
だ
と
考

え
を
固
め
た
。

一
番
問
題
な
の
は
、

平
生
に
こ
う
し
た
施
設

を
ど
う
皆
さ
ん
に
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
く

か
で
あ
る
が
、
知
恵
を

絞
り
な
が
ら
、
効
率
の

上
が
る
施
設
を
設
置
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

②
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
拙
速
な
議
論
は
慎

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
基

本
は
地
元
の
方
々
の
考

え
で
あ
り
、
私
と
地
元

の
議
員
で
統
廃
合
の
必

要
性
や
、
ど
う
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て

お
伺
い
を
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

少
人
数
学
校
と
い
う

こ
と
で
の
優
位
性
の
指

摘
も
あ
る
。
学
校
問
題

は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
り
、
地
域
を
疲
弊

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

現
段
階
で
は
学
校
・
保

育
園
の
統
廃
合
は
考
え

て
い
な
い
。

【
総
務
部
長
】

③
「
伏
見
地
区
ふ
る
さ

と
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ

ー
」
は
平
成
20
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

「
名
鉄
八
百
津
線
跡

地
の
整
備
計
画
」「
伏
見

地
区
史
跡
整
備
」
に
関

し
て
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
は
「
町

長
と
語
る
会
」
が
開
催

さ
れ
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
八
百
津
線
跡
地

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は

「
ト
ロ
ッ
コ
電
車
」「
ガ

イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
」・
遊

歩
道
整
備
や
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
な
ど

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
当
初

予
算
に
伏
見
児
童
館
の

改
築
設
計
費
を
計
上

し
「
伏
見
ふ
れ
あ
い
遊

歩
道
」
と
し
て
、
延
長

６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
を

整
備
し
将
来
は
児
童
館

を
健
康
管
理
施
設
も
含

め
て
福
祉
関
連
の
拠
点

施
設
に
す
る
予
定
で
す
。

④
環
境
美
化
、
環
境
保

全
を
行
う
ロ
ー
ド
サ
ポ

ー
タ
ー
な
ど
の
活
動
に

は
今
後
も
支
援
額
は
半

額
に
な
り
ま
し
た
が
継

続
で
き
る
よ
う
要
綱
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

⑤
地
域
づ
く
り
団
体
は
、

継
続
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
そ
の

た
め
の
財
源
確
保
の
方

策
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
活
用
も

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー

ス
で
考
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
積
極
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

に
は
何
ら
か
の
支
援
活

動
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問問

答答

佐
谷　

時
繁

御
嵩
町
の
将
来
に
む
か
っ
て
な
す
べ
き
こ
と

答答
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公
民
館
の
有
効
活

用
に
つ
い
て

①
地
域
の
人
が
気
軽
に

集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
場
と
し
て
使
え

る
よ
う
な
公
民
館
運
営

は
で
き
な
い
か
。
今
あ

る
も
の
の
有
効
利
用
が

大
切
だ
と
考
え
る
。

②
夕
方
に
公
民
館
使
用

で
き
な
い
時
間
帯
が
あ

る
。
管
理
人
の
配
置
の

工
夫
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
一
層

の
努
力
を
求
め
る
。

【
教
育
担
当
参
事
】

①
ロ
ビ
ー
等
の
ス
ペ
ー
ス

の
な
い
公
民
館
も
あ
る

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
遣
い

や
対
応
も
含
め
、
気
軽

に
手
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
の
方
策
を
他

の
市
町
の
事
例
も
踏
ま

え
、
さ
ら
に
工
夫
し
て

い
き
た
い
。

②
実
際
に
利
用
時
間

等
で
不
便
な
点
も
あ
る

が
、
決
ま
っ
て
い
る
時
間

帯
以
外
で
も
、
正
当
な

理
由
に
よ
る
申
し
出
が

あ
れ
ば
柔
軟
な
対
応
に

努
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

み
ん
な
で
公
平
に
利
用

す
る
公
共
施
設
で
あ
る

た
め
、
最
低
限
の
マ
ナ

ー
に
よ
る
有
効
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

健
康
づ
く
り
に
つ

い
て

①
健
康
館
で
の
一
般
筋

ト
レ
の
日
曜
開
催
が
な

く
な
る
。
指
導
者
不
足
、

利
用
者
が
少
な
い
な
ど

が
理
由
と
聞
く
。
対
象

者
の
幅
を
広
げ
る
、
利

用
時
間
の
拡
大
な
ど
、

利
便
性
を
は
か
り
利
用

者
増
を
考
え
ら
れ
た
い
。

②
伏
見
児
童
館
や
防
災

セ
ン
タ
ー
に
も
筋
ト
レ

を
入
れ
る
予
定
と
聞
く
。

筋
ト
レ
よ
り
コ
ス
ト
の
か

か
ら
な
い
健
康
づ
く
り

の
場
を
望
む
。
同
時
に

公
民
館
も
健
康
館
も
そ

こ
ま
で
通
え
る
交
通
手

段
が
最
も
重
要
と
考
え

る
。
利
用
し
や
す
い
交

通
網
を
望
む
。

【
民
生
部
長
】

施
設
は
専
門
の
指
導

者
等
を
確
保
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材

の
確
保
が
困
難
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
利
用
し

や
す
い
曜
日
や
時
間
を

調
査
し
、
日
曜
日
の
開

催
を
暫
定
閉
鎖
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
民
間
に
委

託
す
る
方
法
等
に
つ
い

て
も
考
慮
し
、
み
た
け

健
康
館
の
自
立
し
た
管

理
運
営
体
制
と
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
運
営
方

法
を
順
次
変
え
て
い
く

こ
と
も
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
の
1

つ
に
、
ボ
ー
ル
や
マ
ッ
ト

を
取
り
入
れ
た
、
い
き

い
き
体
操
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

改
築
予
定
の
伏
見
児

童
館
と
の
複
合
施
設
に

は
介
護
予
防
拠
点
施
設

と
し
て
の
筋
力
マ
シ
ン
の

整
備
を
中
心
に
。
ま
た
、

各
地
域
の
公
民
館
な
ど

で
は
体
操
教
室
を
含
め
、

高
齢
者
に
と
っ
て
も
複

数
の
選
択
肢
を
融
合
さ

せ
な
が
ら
、
2
つ
の
タ

イ
プ
の
介
護
予
防
事
業

を
合
わ
せ
技
で
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

足
の
確
保
及
び
施
設

の
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
種

の
介
護
予
防
教
室
申
請

時
に
、
送
迎
の
希
望
申

込
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
再
編
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
の
で
、
利

用
者
の
要
望
を
入
れ
な

が
ら
使
い
や
す
い
シ
ス

テ
ム
を
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

問問

答答

答答

安
藤　

雅
子

公
民
館
の
有
効
活
用
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

中公民館

健康館

問問
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平成25年平成25年　　第1回臨時会第1回臨時会
平成25年１月29日に、平成25年第1回臨時会を開会しました。
上程議案は、補正予算が1件上程され、原案のとおり、賛成全員で可決しました。

今回、上程された議案は、全員協議会（1/18）で内容確認及び審査を行いました。

議案の審議経過議案の審議経過

議案の審議結果議案の審議結果

予　　算予　　算

補正予算のあらまし 補正予算のあらまし （単位：千円）（単位：千円）

議案第1号 平成24年度御嵩町一般会計補正予
算（第9号）について

歳入：県補助金（緊急雇用創出事業臨
時特例基金事業費補助金）の増額
歳出：緊急雇用に伴う関連経費、太陽
電池時計設置基礎工事

賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算
議案第1号関連 平成24年度御嵩町一般会計補正予算（第9号） 6,517,580 1,777 6,519,357

◎議決機関と執行機関
町議会は議決機関として、町政を進め
るうえで大切なことがらを話し合い、
決めていくところです。
そして、町長をはじめとする執行機関
は、町議会の決定にそって実際に仕事
を進めていきます。

町の仕事の内容や、お金の使い
方について提案します。

町の仕事の内容や、お金の使い
方について協議し、決定します。

町民のくらしをよく
する仕事をします。

町民

私たちの意見や希望をか
なえてくれる人を選挙で
選びます。

町長議会

議
長

町議会のやくわりは？町議会のやくわりは？町議会のやくわりは？町議会のやくわりは？

議　　員　　名
議
決
結
果

谷
口　

鈴
男

佐
谷　

時
繁

岡
本　

隆
子

大
沢
ま
り
子

植
松　

康
祐

伊
崎　

公
介

加
藤　

保
郎

山
田　

儀
雄

柳
生　

千
明

安
藤　

雅
子

山
口　

政
治

高
山　

由
行

議案第1号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定
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亜炭鉱廃坑対策要望（陳情）亜炭鉱廃坑対策要望（陳情）
平成25年3月18日、御嵩町議会議員12名と御嵩町長で国会を訪問し、古屋圭司　国務大臣、金子一
義　衆議院議員、高原一郎　経済産業省　資源エネルギー庁長官、藤井孝男　衆議院議員、今井雅人　衆
議院議員、渡辺猛之　参議院議員、魚住裕一郎　参議院議員に要望書を提出しました。
要望書の内容は、次のとおりです。

【趣旨】
平成13年度末に国の鉱害復旧事業が終了し、県ごとの指定法人に造成された特定鉱害復旧事業等
基金による復旧制度に移行して10年が経過しています。
浅所陥没被害は臨時石炭鉱害復旧法が失効後も、継続して発生することが予想されながらも国に
おいては、この特定鉱害復旧事業等基金の範囲内で対応できるものとしている。このような状況の中、
本町では平成22年10月20日に住宅5戸が同時に被災する大規模な陥没被害が発生しており、復旧に
は岐阜県に造成された基金の半分近くの費用の支出が必要となった。これによる大幅な基金の減少
は、住民に鉱害復旧制度の終焉を予感させることから、今後大きな不安拡大に繋がると大変憂慮し
ています。
この大規模被害の復旧には2年以上の時間を要し、住宅という私有財産を町の公共事業で取り扱う
特殊な事業となるために、被害者の希望する復旧方法との相違が表面化し、様々な住宅所有者の疑
念と軋轢に復旧事業を行う当町として対応の限界を感じる結果となっています。
現行の特定鉱害復旧事業制度は、国の制度設計の段階からこのような大規模被害の復旧を想定し
ていたとはとても考えられず、国においては復旧制度の移行から10年を経過した今、現行制度の見
直しを行った上で新たな法制度の創設をお願いいたします。
また、平成23年3月11日に発生した東日本大震災では、本町と亜炭採掘の歴史を同じくする市町
村において、国は300箇所余りの陥没被害が発生したと公表しているが、本町独自で被災地を視察し
調査した結果では、公表データ以上の被害が発生しているとも思料され、予てから危惧している大
規模地震の発生が誘因となった陥没が多発したことにより、亜炭採掘された地域に甚大な被害をも
たらしたことを確認している。
市街地のほとんどに亜炭廃坑を抱える本町では、南海トラフの巨大地震において震度6弱の揺れが
予想されるなか、東日本大震災の事例や平時の被害発生状況からも大規模陥没の発生や未曽有の陥
没件数となることは確実で、人命にも関わりかねない甚大な被害に繋がる恐れが高いと、大きな危
機感を抱いています。
国においては、このような本町の窮状をご察し頂き下記事項について早急に実現されることを強
く要望いたします。

古屋圭司　国務大臣 金子一義　衆議院議員
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記
【特定鉱害復旧事業等基金の拡充】
１．大幅に減少する岐阜県の特定鉱害復旧事業等基金の補てんを早急に実施し、特定鉱害復旧事業

等基金が長期的に存続するよう、国において将来にわたり十分な資金を確保すること。
２．基金から復旧工事の期間のみ支払われる仮住居に関する費用等については、危険防止の観点か

ら直ちに仮住居等が必要となった場合には、被害発生時からこれらの費用が支払われるよう運
用の改正を行うこと。

３．被害者が当該地で自己復旧を希望する場合、鉱害の発生する恐れがない地域への移転を希望す
る場合は、基金による復旧工事に代えて金銭による補償を可能とすること。

４．特定鉱害復旧事業等基金での対応が困難な大規模被害の復旧は、国自らが実施すること。
【鉱害予防制度の創設】
１．公共施設等の安全確保については、本町の災害時避難所となる、公共施設、教育施設等を最優

先として、国自らが行うための新たな鉱害予防制度を早急に創設すること。
２．現在も陥没被害が多発する地域の亜炭廃坑の現状調査を、国自ら詳細に調査を行い、危険と判

断された場所の抜本的地盤対策（地下充てん）を国が行うための、新たな鉱害予防制度を早急
に創設すること。
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住　所／御嵩町中切（北切）

住　所／御嵩町上恵土（本郷）
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第2回　御嵩町議会住民懇談会報告
平成25年2月23日（土）御嵩公民館で行われた第2回住民懇談会の内容を報告します。
今回は総務建設産業常任委員会と民生文教常任委員会の報告を行いました。

質問・意見 回答

１

２

３

1

2

3

4

〈総務建設産業常任委員会〉
（秦野市の例を聞いて）
町として必要な施設は何か、どの施設がいつまで持
つか、これからどれくらい費用がかかるか、行政側
から具体性のある話を聞かせてほしい。

どの市でも抱えている問題、このままでは先細って
いくが削減・縮小ばかりでなく元気が出る要素と
セットで町づくりを考えていくべきではないか。

議員任せでなく、検討委員会を立ち上げて早い段階
から住民が係わるべきではないか。例えば上之郷中
学校の利用なども考えるべきではないか。

〈民生文教常任委員会〉
第 4次総合計画の中に目標値が入っていない。目
標値を入れるべきだと考える。

国保・介護保険はこれから予算が増えていく。高齢
者がいつまでも元気でいられれば介護は必要ない。
皆がボランティアをやればよい「町民全員ボラン
ティア」は大きなキャッチフレーズになるがどうか。

御嵩保育園、給食センターの民営化の経緯はどのよ
うであったか、又今後 B&Gなどの施設の民営化も
あるのではないか。

民営化と言っても町に職員がいながら「丸投げ」で
いいのか。

行政側に要望します。

行政側と協議をしていきます。

ご提言として承ります。

ご提言として承ります。

ご提言として承ります。

第 4次行政改革大網及び集中改革プランによる業
務見直しによる経済削減効率化観点によるもので、
双方とも民営化の評判はよいです。

「丸投げ」ではない。保育園の場合は入園手続き、保
育料徴集は全て町で実施、監査対象となっています。
給食センターについては調理・配送・回収・洗浄業
務を民間業者に、献立作成や食材購入は町が行って
います。
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質問・意見 回答

５

６

７

８

１

２

３

４

５

上之郷の高齢化率が高い。高齢者の集う場所がない
地域のことも考えて、近くで適切なサービスを受け
ることができるものを作ってもらいたい。

人口増を柱に据えていくと言われるがその手法はど
のようなものか。亜炭鉱のマイナスイメージだけで
なく「安全性」や「里山のいい所が安く手に入る」など
プラスの発信をして御嵩町の価値を上げて欲しい。

御嵩町はもともと環境を生かしたまちづくりをして
きた。町有林に散策路が作ってあるが、どういう散
策路を作っていくのか、地図で町民に示して欲しい。

10年くらいボランティアの取り組みをしているが、
高齢化している。
もっと組織化をしっかりするよう議会からも町に働
きかけてほしい。

〈その他〉
名鉄広見線について、利用促進のため費用も出し、
期待投資をしてきた。名鉄は乗客増にどのように努
力してきたか。
今後も支援するなら可児市との負担割合を 6対 4
か 5対 5にしてもらいたい。今後も投資して動か
す確約はとれるのか、アンケート調査・住民投票を
してほしい。

どの程度赤字があってほてんしているのか、もう少
し具体的にわからないのか。可児市と御嵩町を揺さ
ぶれば 1億円出てくる。
今ひとつ誠意をもった対応をするべきではないか。

町活性化は名鉄なくしてはできない。年間 7千万
円と言う形で運行できれば、第 3セクターで赤字
を出すよりはいい。
出かけてばかりでなく来てもらえる町を目指してア
ピールして人を呼ぶのが活性化だと思う。

水道料が岐阜県一高いがその理由は何か。

願興寺を生かして欲しい。

議会としても地域の皆さんと協議しながら検討して
まいります。

町の資源や魅力を大いにアピールすることは大切で
あり、機会あるごとに情報発信をしてまいります。

農林課で管理されているので、一度尋ねてみて下さ
い。

各種ボランティアの拡充は大切なことだと考えてい
ます。

「応分の負担を頂きながら社としても支援していき
たい。3年後に無くす判断をしているわけではない」
との名鉄側からの発言があります。
負担割合については、今後負担割合も変化があると
思ったが以前のままでした。
住民投票については費用もかかることから行政と協
調し検討したいと思います。

当初２億４千万円と言われていたが、現在、約
１億９千万円程度にまで縮減されています。

大変適切なご意見だと思います。

県水の購入、施設の整備等に大変なお金がかかって
います。

ご提言として承ります。
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≪アンケート集計≫

☆当日参加者
21名

《アンケート回収》
17名（回収率　80%）

議会住民懇談会の様子議会住民懇談会の様子

※当日は、貴重なご意見をありがとうございました。

◎意見、要望等
○名鉄広見線についてもっと情報開示と議論を尽くしてください。
○提案①　名鉄広見線助成金適正額算出方法

＝名鉄（株）の総経費÷（名鉄電車総延長）（年間総運行距離）
提案②　優良住宅地の販売　町有地の宅地分譲
○人口増についての回答については具体的に考えてください。
①名鉄問題（広見線のスムーズ化）
②中山道活性化（景観整備）
③御嵩町地価の高騰を（地下充填）
○町の活性化は出席者全員の願いであり、議員さんとも共有できている。懇談会は回数を増やして、
町の将来を見つめることが必要である。議員さんのご活躍が拝見できました。
○住民懇談会を通じて現状、将来の構想はかなり明確になってきた。今後、行政が同様な説明会、
懇談会を行うよう提言していただきたい。
○住民からの発言が多く、有意義な懇談会であった。今後もぜひ住民懇談会を開催されたい。 
○委員の皆様、説明大変良かったです。町の課題の山はなかなか動きませんが今後ともご尽力お願
いします。議員の皆様は私たちが選挙で選んだ方々なので、当然信頼しています。住民と協働で
元気な町にしていきましょう。

次回は秋を予定しています。
乞うご期待！予予　　告告
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